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1は じ め に

山形県は県民一人当たりの玄そば消費量が全国第2位

の「蕎麦処山形」である。平成6年 に収穫面積450ha、 収

穫量2031であったが、平成13年 には収穫面積2.470ha、

収穫量1.1401と そばによる地域振興を図る市町村が増加

している。

「でわかおり」は、昭和63年 に最上早生のコルヒチン

処理した個体の中から選抜し、山形県優良品種として平

成8年 に採用された大粒、良食味品種である。最上早生

より主茎長が短く収量が低いことから、追肥による生育

安定と増収効果を検討したので報告する。

2試 験 方 法

(1)試験年次 2001年

(2)供試品種 でわかおり
(3)試験場所 山形農試本場水田転換畑 (転換 2年目

:前作小麦)

(4)播種日 8月 2日

(5)播種量 0 6kg/a

(6)播種法

ロータリーで耕私後、アップカットロータリー+ク リ

ーンシーダー播種機で条間 25cmで播種した。

(7)窒素施肥量

基肥窒素は成分で 0 1kgた とし、開花始期に圃場内で

生育量の異なる区を選定し、草丈を測定後、開花期追肥

として成分で 0 2kg/a(速 効性肥料)施用した。

(8)排水対策

ほ場周囲に溝掘り機による明渠を施し、作付け前にサ

ブソイラーを使用した。

3 試験結果及び考察

(1)生育経過

出芽苗立ちは播種後好天に恵まれたため良好であっ

た。出芽期は 8月 7日 、開花始期は 8月 25日 であり播

種後 18日であつた。出芽から開花始期までの積算日平

均気温は 411℃であった。また、登熟期間の日平均気温

は 222℃で平年並であったが、開花前後 (開花期‐9～

+20)の 日照時間が少なかった (平年の 80%)。 このた

め、千粒重が小さくなり収量構成要素が不足し収量が伸

びなかった。

(2)追肥による形態の変化

開花始期の草丈は、同一に管理された場合でもほ場む

らや地力むらにより、草丈が最高～最低まで 40cm程度

の開きがあつた。開花始期に追肥することで無追肥より

も成熟期の草丈が 10cm程度伸長した (図 1)。

追肥により株当たり節数はが 05節程度増カロし、株当

たり分枝数も o5本程度増加する傾向があつた (図 21。

面当たりの着粒数は追肥により安定的に増加し、開花始

期の草丈が高くなるほど着粒数が増加した (図 3)。

(3)倒伏について

倒伏は、成熟期の草丈が 100cmを越えると倒伏程度 4

以上となり、その時の開花始期の草丈が 75cm以上とな

った (図 5)。

(4)収量について

収量は、02睦ね 追肥することで安定的に増加し、ゴ

当たりの着粒数とほぼ同様の傾向を示した (図 3,4)。 千

粒重との関係では、追肥による増大効果は認められなか

った。このことから、市当たりの着粒数の増加が収量の

増加に影響していると思われた。追肥を行わなかったと

ころは、圃場むらや地力むらに左右され、収量が不安定

であったが、追肥により安定的に着粒数が確保され、収

量が増加した。

例伏との関係から、追肥限界の開花期の草丈を 75cm

とすると、図 4か ら開花期の追Л巴により収量は 3kg/a増

加すると思われた。また、60cm以下では面当たりの着

粒数の増加が認められないことから開花期追肥による収

量の増加がほとんど見られず、追肥の効果は少ないと思

われた。
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4ま と め

「でわかおり」について、開花始期に窒素成分 (速効

性肥料)で o2kg/aで追肥を行う■、15～ 3kg/10a程度
の増収が期待できる。しかし、開花始期の草丈は 60～

75cmの 場合であり、開花始期の草丈が 60cm未満の場

合は、増収効果が小さく、75oll以 上の場合は倒伏程度

が増加するので行わない。これらの増収は、主に分枝数

の増加による株当たりの着粒数の増加によるものであ

る。
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図5 開花期草丈と倒伏程度


